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中
山
治
一
先
生

今
中
郷
司
先
生

盟
Ill

党
先
生

0
記
念
祭
典
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
日
（
土
）
北
濱
本
會
（
適
塾
内
）

に
於
て
、
午
後
一
時
よ
り
記
念
祭
典
執
行
。
午
後
一
時
四
十
分
よ
り
記
念

溝
演
會
を
閲
き
、
大
阪
大
學
教
授
、
犬
並
孝
先
生
の
「
萬
葉
と
風
土
」
と

題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

0
秋
季
講
座
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
九
日
（
月
）
よ
り
二
十
四
曰
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
び
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
阪
大
本
部

松
下
會
館
四
階
溝
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
慨
徳
堂

溝
座
第
二
十
八
回
凋
溝
、
聴
溝
者
延
二
百
八
十
名
。

0
同
年
七
月
一
日
田
中
裕
先
生
（
阪
大
教
授
）
事
業
運
螢
委
員
就
任
。
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演
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四
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村
英
一
先
生

西
田
太
一
郎
先
生

高
橋
和
巳
先
生

森
三
樹
三
郎
先
生

0
昭
和
四
十
年
三
月
一
日
左
記
五
氏
評
議
員
就
任
。

正
田
建
次
郎
、
弘
批
現
、
阿
部
孝
次
郎
、

寺
尾
威
夫
、
大
原
総
一
郎
。

0
春
季
講
座
附
和
四
十
年
五
月
二
十
四
日
（
月
）
よ
り
二
十
九
日
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
び
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
阪
大
本
部

松
下
會
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
懐
徳

堂
溝
座
第
二
十
九
回
開
溝
、
聴
講
著
延
二
百
九
十
名
。

0
昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日
ポ
業
連
螢
委
員
小
島
吉
雄
先
生
退
任
。

〇
詳
業
運
螢
委
員
籐
直
幹
先
生
（
阪
大
教
授
文
學
博
士
）

昭
和
四
十
年
八
月
二
十
三
日
阪
大
微
生
物
研
究
所
附
厨
病
院
に
於
て
、
膵

臓
が
ん
の
た
め
逝
去
。

先
生
は
昭
和
二
十
六
年
以
来
、
本
會
堺
業
連
螢
に
つ
い
て
、
種
々
盈
力
さ

れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
。



（
懐
徳
堂
堂
友
會
）

〇
胎
和
三
十
九
年
十
月
一
日

0
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
日

0
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
一
日
正
倉
院
及
忍
辱
山
願
成
寺
の
古
美
術
観

賞
見
學
講
師
齊
藤
孝
先
生
。

0
昭
和
四
十
年
五
月
九
日

槃

『
懐
徳
』
第
三
十
五
披
登
行
。

京
都
正
停
寺
光
悦
寺
の
古
美
術
及
庭
園
な
ど

懐
徳
堂
恒
祭
に
委
貝
参
列
奉
仕
゜

報

大
阪
工
大
教
授
森
暢
先
生
の
指
将
に
よ
り
観
質
見
學
し
た
。
雨
會
と
も

盛
況
で
あ
っ
た
。

0
附
和
四
十
年
八
月
一
日
肱
塚
誠
二
氏
不
幸
に
も
負
傷
の
た
め
川
西
市

菊
地
病
院
に
入
院
加
療
中
。

尚
南
紀
の
長
澤
芦
雪
の
名
蜜
観
費
の
こ
と
も
種
々
の
都
合
に
よ
り
一
時

中
止
。
但
し
企
避
を
改
め
て
賀
行
の
予
定
。
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